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地
震
か
ら
間
も
な
く
１
年
半

復
興
に
向
け
寄
り
添
お
う

２期目の所信、活動方針

井
上
善
博
会
長
に
聞
く

全
旅
連

関係団体と連携して活動
「温泉文化」のユネスコ登録

人
手
不
足

解
消
へ

若
い
世
代
に
働
き
掛
け
を

２面

欧米豪へアプローチ強化

面

移住・定住促進も視野に

３面

「年後の旅行」で意見交換

９面

「会社とともに地域開発」

面

「万博漬け」を年後に配布

全
旅
連
全
国
大
会
特
集
４
～
７
面

５
件
、負
債

億
円
５
月
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
倒
産

帝
国
デ
ー
タ
調
べ

３
件
、負
債

万
円

旅
行
業
の
倒
産

（１） 第３２７１号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）６月１６日（月曜日） （毎週月曜日発行）

全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）
の
第
１
０
３
回
全
国
大
会
が
６
月

日
、
東
京
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
か
れ
る
。
全
国
か
ら
組
合
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
、
関
係
者
千
人
以
上
が
参
集
。
人

手
不
足
を
は
じ
め
、
宿
泊
観
光
業
界
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
議
論
を
深
め
る
。
就
任
２
期
目
を
迎
え
る

井
上
善
博
会
長（
福
岡
県
原
鶴
温
泉
・
ほ
ど
あ
い
の
宿
六
峰
舘
社
長
）に「
井
上
体
制
２
期
目
の
所
信
、活
動
方
針
」

を
聞
い
た
。
（
聞
き
手
＝
本
社
・
森
田
淳
）

東北観光推進機構は年度
の事業方針に、訪日インバウン
ドの誘客拡大に向け、欧米豪市
場へのアプローチを強化するこ
とを掲げた。

　オンライントラベル関係者が
集まる国際会議「ＷｉＴジャパ
ン＆ノースアジア」が東京都内
で開催。ＡＩの活用、「年後
の旅行」などで意見を交わした。

　下呂温泉観光協会が団体客の
誘致やＡＩを活用したプロモー
ションに注力するなど今年度事
業計画を決定。移住・定住促進も
視野に入れた取り組みを行う。

放送作家の小山薫堂氏がプロ
デュースする大阪・関西万博の
パビリオンで、「万博漬け」の漬
け作業が行われた。「食のタイム
カプセル」として年後の
年に配られる。

ＫＮＴ―ＣＴパートナーズ会
（ＫＣＰ会）が通常総会。「持
続可能な地域開発」を会社とと
もに行うなど年度の事業計
画を決めた。

―
―
「
井
上
体
制
」
１
期

２
年
の
振
り
返
り
を
。

宿
泊
観
光
業
界
を
良
く
し

た
い
、
と
い
う
思
い
一
心
で

今
ま
で
無
我
夢
中
で
取
り
組

ん
で
き
た
。

ま
ず
、
思
い
起
こ
す
の
は

昨
年
元
日
に
起
き
た
能
登
半

島
地
震
。
被
災
者
の
方
が
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
中

で
、
そ
の
受
け
入
れ
に
組
合

員
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
皆
さ

ま
に
尽
力
い
た
だ
き
、
事
務

局
員
も
精
力
的
に
動
い
た
。

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。

―
―
被
災
者
の
受
け
入
れ

は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
、

大
災
害
が
起
き
る
た
び
に
業

界
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き

た
。東

日
本
大
震
災
の
時
、
私

は
全
旅
連
の
青
年
部
長
を
務

め
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
地
域
文
化
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
、
地

域
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ

つ
、
お
客
さ
ま
を
も
て
な
す

こ
と
、
ひ
い
て
は
地
方
創
生

に
寄
与
す
る
こ
と
が
重
要
な

役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。

同
時
に
、
災
害
時
の
被
災

者
受
け
入
れ
も
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
の
大
き
な
役
割
だ
。

東
日
本
大
震
災
の
時
、
業

界
が
行
っ
た
一
連
の
活
動
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
わ
れ

わ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
改
め

て
真
剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。―

―
全
て
の
都
道
府
県
旅

館
・
ホ
テ
ル
組
合
が
行
政
と

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
行
政
か
ら
重

要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
だ
と
認

識
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

あ
り
、
大
変
意
義
深
い
こ
と

だ
。―

―
１
期
目
で
さ
ら
に
思

い
浮
か
ぶ
こ
と
は
。

全
旅
連
と
い
う
組
織
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
方
、

年
代
の
方
が
所
属
し
て
い

る
。
業
界
を
良
く
し
た
い
と

い
う
思
い
を
皆
さ
ん
、
共
通

し
て
お
持
ち
だ
が
、
先
輩
方

と
若
い
方
た
ち
で
は
、
当
然

か
も
し
れ
な
い
が
、
見
る
視

点
が
異
な
っ
た
り
す
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

も
今
ま
で
の
紙
媒
体
か
ら
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
私
自
身
、
さ
ま

ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
る
組

織
の
か
じ
取
り
の
難
し
さ
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
、
大
変

勉
強
に
な
っ
た
。

―
―
宿
泊
観
光
業
界
の
現

状
に
つ
い
て
。
人
手
不
足
が

相
変
わ
ら
ず
深
刻
だ
。

人
手
不
足
、
人
材
不
足
に

つ
い
て
は
、
外
国
人
材
の
就

労
に
向
け
た
試
験
を
行
う
宿

泊
業
技
能
試
験
セ
ン
タ
ー
が

全
旅
連
を
含
め
た
宿
泊
４
団

体
で
設
立
さ
れ
、
現
在
は
全

旅
連
の
会
長
代
行
で
北
海
道

ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業

組
合
理
事
長
の
西
海（
正
博
）

さ
ん
が
理
事
長
と
な
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
運
営
に

当
た
っ
て
い
る
。
お
か
げ
さ

ま
で
受
験
者
も
順
調
に
増
え

て
い
る
。

今
後
は
、
人
手
を
欲
し
て

い
る
組
合
員
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
皆
さ
ま
に
、
全
旅
連
が

試
験
の
合
格
者
を
紹
介
す
る

な
ど
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。日

本
人
、
外
国
人
を
問
わ

ず
、
特
に
若
い
世
代
に
わ
れ

わ
れ
宿
泊
業
に
関
わ
っ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。
こ
れ

ら
の
世
代
に
向
け
て
の
働
き

掛
け
は
青
年
部
と
も
連
携
を

取
り
、
考
え
て
い
き
た
い
。

―
―
一
部
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
。

何
を
も
っ
て
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
の
か
定
か

で
は
な
い
が
、
お
客
さ
ま
が

来
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
が

潤
う
の
か
、
地
域
住
民
が
幸

せ
に
な
る
の
か
、
と
い
う
観

点
で
見
る
の
が
大
事
で
は
な

い
か
。

外
国
人
旅
行
者
数
で
み
る

と
、
ほ
と
ん
ど
お
客
さ
ま
が

来
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
、

そ
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
は
事
実
だ
。
国
も
観
光

客
の
地
方
分
散
を
呼
び
掛
け

て
お
り
、全
旅
連
と
し
て
も
、

地
域
の
宿
が
外
国
の
お
客
さ

ま
の
受
け
入
れ
準
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

―
―
諸
経
費
が
高
騰
し
て

お
り
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
も
経

営
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
。

食
材
や
燃
料
な
ど
、
以
前

の
金
額
で
は
と
て
も
買
え
な

い
状
況
。人
手
不
足
に
伴
い
、

人
件
費
も
上
が
っ
て
い
る
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で

コ
ス
ト
が
上
が
り
、
最
近
さ

ら
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

る
。
適
正
な
価
格
転
嫁
が
必

要
だ
。

東
京
や
大
阪
の
よ
う
に
、

観
光
や
出
張
の
お
客
さ
ま
が

集
ま
る
地
域
で
は
比
較
的
価

格
転
嫁
が
し
や
す
い
。
し
か

し
地
方
と
な
る
と
、
料
金
を

上
げ
る
と
従
来
の
お
得
意
さ

ま
や
地
元
の
お
客
さ
ま
の
足

が
遠
の
く
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
一
朝
一
夕
で
は
解
決
で

き
な
い
問
題
で
、
悩
ま
し
い

と
こ
ろ
だ
。

―
―
会
長
２
期
目
を
迎
え

る
に
当
た
っ
て
の
所
信
と
、

全
旅
連
の
新
体
制
、
今
年
度

特
に
注
力
し
て
取
り
組
む
こ

と
は
。

わ
れ
わ
れ
宿
泊
観
光
業
界

が
直
面
す
る
課
題
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
解
決
の
た

め
に
は
、
そ
の
内
容
ご
と
に

深
い
知
識
を
持
つ
人
た
ち
に

集
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
だ
。

新
年
度
は
委
員
会
を
刷
新

し
、
定
款
に
基
づ
い
た
８
部

会
制
に
再
編
成
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

第
１
部
会
は
、
総
務
的
中

核
部
門
と
し
て
組
織
基
盤
の

整
備
と
運
営
体
制
の
強
化
を

担
う
と
と
も
に
、
全
国
旅
館

会
館
、
全
旅
連
事
業
サ
ー
ビ

ス
、
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
事
業

協
同
組
合
な
ど
、
全
旅
連
と

関
係
の
深
い
諸
団
体
と
の
関

係
の
在
り
方
を
精
査
す
る
。

第
２
部
会
は
「
湯
・
宿
」

文
化
推
進
部
会
の
名
称
で
、

「
温
泉
文
化
」
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

し
、
関
係
諸
団
体
と
連
携
し

て
活
動
す
る
。
日
本
旅
館
協

会
と
共
同
で
、
「
旅
館
の
定

義
」に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

言
語
化
し
た
も
の
を
媒
体
に

落
と
し
込
み
、
国
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
。

（
５
面
に
続
く
）

大阪府は奥能登の小中学生らを万博
に招待する

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年
５
月
の
ホ
テ
ル

・
旅
館
経
営
業
者
の
倒
産

（
負
債
１
千
万
円
以
上
の
法

的
整
理
）
は
５
件
、
負
債
総

額
は
８
億
５
４
０
０
万
円
だ

っ
た
。件
数
は
前
年
同
月
比
、

前
月
比
と
も
２
件
増
加
。
額

は
前
年
同
月
比

・
５
％
、

前
月
比

・
８
％
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
た
。

件
数
は
４
カ
月
連
続
の
１

桁
台
。
額
は
今
年
に
入
り
月

別
で
２
番
目
に
少
な
か
っ

た
。１

月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
１
件
減
の


件
。
負
債
総
額
が
同

・

７
％
減
の

億
９
５
０
０
万

円
。帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年
５
月
の
旅
行
業

の
倒
産
（
負
債
１
千
万
円
以

上
の
法
的
整
理
）
は
３
件
、

負
債
総
額
は
５
千
万
円
だ
っ

た
。
前
年
同
月
は
倒
産
が
発

生
せ
ず
、
前
月
比
で
は
件
数

が
２
件
増
加
。
額
は
１
０
８

・
３
％
増
加
し
た
。

１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
１
件
減
の

７
件
。
負
債
総
額
が
同

・

８
％
減
の
１
億
９
９
０
０
万

円
。

本
州
が
続
々
と

梅
雨
入
り
。

日

に
は
関
東
甲
信
、

北
陸
が
梅
雨
入
り

し
、
本
格
的
な
雨

の
季
節
を
迎
え

た
。
日
本
に
は
四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
と
、
季
節
に
育

ま
れ
た
豊
か
な
暮
ら
し
が
あ

る
。
そ
れ
が
観
光
の
魅
力
に

も
な
っ
て
い
る
。
梅
雨
は
ど

う
だ
ろ
う
。
う
っ
と
う
し
い

と
思
う
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
雨
に
煙
る
新
緑
の
山
々

や
水
田
は
美
し
い
。
ア
ジ
サ

イ
の
花
、
ホ
タ
ル
狩
り
が
楽

し
め
る
季
節
で
も
あ
る
▼
と

は
い
え
、
国
内
の
観
光
業
界

に
と
っ
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
明
け
の
５

月
中
旬
か
ら
、
梅
雨
の
季
節

で
あ
る
６
月
の
期
間
は
一
般

的
に
閑
散
期
で
あ
る
。
Ｇ
Ｗ

に
散
財
し
た
ば
か
り
で
、
祝

日
に
よ
る
連
休
が
な
く
、
雨

も
多
い
。
な
か
な
か
旅
行
に

は
出
掛
け
な
い
▼
た
だ
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
が
増
加

し
、
閑
散
期
の
様
相
も
だ
い

ぶ
変
わ
っ
て
き
た
。
今
年
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
ス
ノ
ー

シ
ー
ズ
ン
、
桜
シ
ー
ズ
ン
と

好
調
に
推
移
。
４
月
も
３
９

１
万
人
で
単
月
と
し
て
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。
５
、
６

月
の
動
向
も
注
目
さ
れ
る

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
は
夏
を
控

え
た
こ
の
時
期
は
旅
行
需
要

も
〝
一
服
〟
と
い
っ
た
感
が

あ
っ
た
。
今
年
は
ど
う
だ
ろ

う
▼
繁
閑
の
差
は
観
光
産
業

の
課
題
と
い
わ
れ
、
そ
の
た

め
に
非
正
規
雇
用
が
多
く
、

生
産
性
が
上
が
ら
な
い
と
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
観
光
客
を

津
々
浦
々
へ
、
そ
し
て
閑
散

期
に
も
誘
客
で
き
れ
ば
、
課

題
の
解
消
に
つ
な
が
る
。
大

雨
災
害
へ
の
備
え
と
共
に
、

梅
雨
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
策

も
検
討
し
た
い
。【
Ｓ
・
Ｍ
】

石
川
県
の
能
登
地
域
は
、

２
０
２
４
年
１
月
に
発
生
し

た
地
震
か
ら
、
間
も
な
く
１

年
半
が
た
つ
。
同
年
９
月
に

は
豪
雨
が
襲
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
復
興
は
道
半
ば
だ
。
い

や
、
思
っ
た
以
上
に
遅
い
よ

う
に
感
じ
る
。

６
月
６
日
、
首
相
官
邸
で

防
災
立
国
推
進
閣
僚
会
議
と

能
登
半
島
地
震
復
旧
・
復
興

支
援
本
部
の
合
同
会
議
が
開

か
れ
た
。

石
破
茂
首
相
は
「
能
登
に

お
い
て
は
、
な
り
わ
い
の
再

建
や
公
費
解
体
の
実
施
な

ど
、
復
旧
・
復
興
の
取
り
組

み
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
６
月
以
降
は
、
２
月
に

創
設
し
た
『
能
登
創
造
的
復

興
支
援
交
付
金
』
を
活
用
し

た
復
興
事
業
が
開
始
さ
れ

る
。
被
災
自
治
体
が
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
的
確
に
事

業
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
国

と
し
て
、
引
き
続
き
被
災
地

か
ら
の
相
談
に
丁
寧
に
対
応

し
、
伴
走
支
援
を
」
と
指
示

し
た
。

復
旧
・
復
興
事
業
が
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
着
実
に
実

行
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
ま

た
、梅
雨
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、

大
雨
に
よ
る
被
害
も
予
想
さ

れ
る
だ
け
に
、
降
雨
の
際
の

警
戒
に
万
全
を
期
し
て
も
ら

い
た
い
。

５
月

日
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
長
女
、
愛
子
さ
ま
が

石
川
県
七
尾
市
の
和
倉
温
泉

を
訪
問
、
「
お
祭
り
会
館
」

な
ど
を
視
察
し
た
。
和
倉
温

泉
創
造
的
復
興
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
多
田
健
太
郎

代
表
ら
か
ら
温
泉
旅
館
の
ま

ち
づ
く
り
復
興
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ら
れ
た
と

い
う
。

に
こ
や
か
に
応
じ
ら
れ
る

愛
子
さ
ま
の
姿
に
元
気
づ
け

ら
れ
る
人
は
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
皇
族
の
方
々
が

被
災
地
を
訪
問
な
さ
れ
る
こ

と
で
そ
こ
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
り
、
人
々
の
関
心
が
集
ま

る
こ
と
は
決
し
て
無
意
味
で

は
な
い
。

奥
能
登
地
域
の
小
中
学
生

や
そ
の
保
護
者
に
夏
休
み
の

間
、
大
阪
・
関
西
万
博
を
含

む
２
泊
３
日
の
大
阪
観
光
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
大

阪
府
は
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄

付
を
募
っ
て
い
た
が
、
目
標

の
６
倍
以
上
の
寄
付
が
集
ま

っ
た
と
い
う
。

府
は
当
初
、
寄
付
額
３
千

万
円
で
１
６
０
人
の
招
待
を

想
定
し
て
い
た
が
、
１
億
９

千
万
円
ほ
ど
に
上
っ
た
こ
と

か
ら
、
吉
村
洋
文
知
事
は
応

募
者
全
員
９
９
０
人
を
招
待

す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

奥
能
登
か
ら
万
博
会
場
ま

で
来
る
の
は
な
か
な
か
大
変

だ
と
思
う
。
旅
行
費
用
の
捻

出
、
宿
泊
先
の
確
保
な
ど
、

や
る
こ
と
も
多
い
。
人
気
取

り
だ
、
な
ど
否
定
的
な
見
方

も
あ
る
が
、
大
阪
観
光
で
気

分
転
換
す
る
の
も
悪
く
は
な

い
の
で
は
。

地
震
や
豪
雨
で
能
登
半
島

の
観
光
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
被
災
し
た
地
元
の
九

つ
の
自
治
体
や
事
業
者
な
ど

で
作
る
「
能
登
半
島
広
域
観

光
協
会
」
で
は
独
自
の
復
興

計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
聞
く
。
ま
た
、
震
災
遺
構

と
し
て
地
震
の
傷
あ
と
を
保

存
す
る
動
き
も
あ
る
。
能
登

半
島
が
以
前
の
よ
う
な
姿
を

取
り
戻
す
よ
う
、
観
光
業
界

も
引
き
続
き
関
心
を
寄
せ
て

い
き
た
い
。
【
内
井
高
弘
】




